
 
 

  
 
 
 
 

新潟 RC 6 月第 1 例会 (2026.6.2)  №３６０４ 

 

(1) 「君が代」 

ロータリーソング「奉仕の理想」斉唱 

(2) 会長の時間（佐藤 邦栄会長） 

さて、いよいよ私の会長年度も残り 1カ月となり、あっ

という間であったなと感じていますので、とても忙しく、

充実した時間を過ごさせてもらったのだと思います。 

坂井年度にしっかりと繋げるべく、最後１カ月間をやり

きり、有終の美を飾りたいと思います。 

さて、6月は「ロータリー親睦活動月間」であります。

来週は、親睦委員会の杉村副委員長より、歴史的に見た

ロータリーの親睦の成り立ちや重要性についての卓話を

いただきます。本日は、私なりに解釈している親睦の 

大切さをお話したいと思います。高橋秀樹 PGの鞄持ち

で参加した地区での活動で、私は、ロータリーを前向き

に考える良いきっかけをいただきました。たとえ、人数

が少なくても互いに補完しながら、活力をもって和気 

あいあいと活動をしている多くのクラブに触れることが

できました。高橋 PGは、そのようなクラブのことを

「居心地の良いクラブ」とおっしゃっており、私も、 

新潟クラブを会員一人一人にとって、居心地の良いクラ

ブにしようと強く思い、活動してきました。会員にとっ

ての居心地の良さとは何かというと、ロータリーの事業

に絡めて言えば、たとえば、会長や幹事、理事となり、

クラブ運営を直接行うこと、あるいは、委員長や副委員

長となって新しい事業を遂行すること、そのような活動

の中で、役目・役割を持つこと、言い方を変えると 

「やりがい」を感じた時に、「居心地の良さ」を感じる

と思います。そのような点において、様々な会員に役職

を経験してもらうことや、新しい事業や仕組みを導入し

て、クラブを活性化させることはとても大切なことであ

ります。 

また、同好会活動も、私に居心地の良さを感じさせてく

れた、大事な要素でもあります。野球未経験ですが、 

野球同好会には入会間もない頃から参加してきました。

高橋会長のもとで、参加者が多くなり盛り上がりを見せ

ているゴルフ同好会でもやりがいを感じ、例会だけでは

交流できない会員の皆様と競技を共にし、懇親を深める、

絶好の機会として活用してきました。クラブの活性化に

は、同好会活動は、なくてはならないものであり、次年

度、坂井会長エレクトは、同好会活動をさらに拡充し、

料理同好会の復活、新たに健康麻雀、釣り、自転車を作

る予定だそうなので、多くの機会に触れたいと思ってお

ります。そして、私が最も力を入れたのが、新潟 RCが

外から見て「居心地の良いクラブに見える」でした。外

から見た新潟RCは、歴史と伝統があり、格式を重んじ、敷

居が高く、メーキャップには行きたくない、居心地の悪

そうなクラブに見られているのは間違いないと思いま

す。よそのクラブの評価なんか気にすんな、おらっちは

おらっちなんだと、小山さんからは怒られそうですが、

私が感じている居心地の良さを正しく評価されてない 

ことが悔しく、HPでクラブの活動を発信しながら、様々

な外部の会に積極的に参加し、クラブの良さを伝え、 

イメージアップを図ってまいりました。 

昨年のガバナー公式訪問の際、「新潟 RCの強みはなんで

すか 」との質問があり、私は次のように回答しまし

た。「85年を超える歴史と伝統、それを守り抜く意思を

持ったベテラン会員の存在。他クラブからは、近寄りが

たいクラブとして認識されているが、居心地は良く、頼

りになるベテラン会員ばかり。県外本店の会員が 40％超

在籍し、その多様なキャリア（知識、経験、スキル）を

活かすことができる」と回答しました。この私が感じて

いるクラブの強みに、近年、加入している若手会員が融

合し化学反応を起こせば、どこにも負けない、魅力ある

居心地の良いクラブになること間違いないと確信してい

ます。そのためにも、親睦活動月間に因んで、多くの会

員の親睦交流が様々な機会を通して、図られることで 

クラブが活性化し、新潟 RCがさらに居心地の良いクラ

ブになることを願って、会長の時間とさせていただきま

す。ご清聴ありがとうございました。 

 2025～26 年度 
国際ロータリー会長 

フランチェスコ・アレッツォ 

2025～26 年度 
新潟ロータリークラブ会長 

佐藤 邦栄  



 

(3) 誕生日お祝い贈呈(８名) 

(4) 結婚記念日お祝いの紹介(５名) 

(5) ロータリーの友ご紹介 

（南雲広報会報雑誌委員長） 

(6) 高橋 秀松ゴルフ同好会会長 

市内７RCゴルフ大会結果報告 

開催日 ５月３０日  

会 場 ノーブルウッドゴルフクラブ 

第９０位 本多  晃君（飛賞） 

第４５位 高橋 秀松君（飛賞） 

第 ８位 酒井 秀起君（BG OUT46 IN33） 

(7) 各種ご寄付の発表 

ロータリー財団寄付発表(永井 修委員) 

佐藤 邦栄君 本多  晃君 

正力源一郎君 大杉 一宏君 

村山 雄亮君 永井  修君 

７RCゴルフ大会参加者一同 

 

米山奨学会寄付発表（石川 治壱副委員長) 

坂井 賢一君 村山 雄亮君 

正力源一郎君 野澤  勝君 

大杉 一宏君 佐藤 邦栄君 

濱口 和也君 秋山 博一君 

７RCゴルフ大会参加者一同 

 

青少年育成基金寄付発表（小林建副委員長) 

佐藤 邦栄君 本多  晃君 

本間 彊君 村山 雄亮君 

正力源一郎君 大杉 一宏君 

濱口 和也君  

７RCゴルフ大会参加者一同 

(8) ニコニコボックス紹介（渡邉 利博委員） 

・酒井 秀起君 先日の７RCゴルフ大会にてハーフベス

トスコアが出ました！一緒にラウンドした本多先生、高

橋支店長、榎本支社長、ありがとうございました。 

 

・後藤 正喜君 結婚記念日に自宅の妻から電話があり

「素敵な花をありがとう」というﾆｺﾆｺメッセージが届き

ました。私は単身赴任中のため、まだ見ていませんが本

当にありがとうございました。 

 

・千葉 辰也君 結婚記念日のお花ありがとうございま

した。毎年記念日を思い出させて頂けるので大変助かっ

ています。 

 

・高杉 直希君 誕生日のワインをいただきありがとう

ございました。毎年妻が楽しみにしております。 

 

(9) 幹事報告（高杉 直希幹事） 

・理事会報告（別紙に記載） 

・ロータリーレートが１ドル１５９円に変更になりま

した。 

 

(10) ６月２日の例会参加率 

  

 

 

Zoom参加 ６名 

 

 

 

 

６月９日の例会プログラム 

親睦月間に因み 「親睦活動の歴史と意義」 

杉村章親睦副委員長 

 

 

 

新潟ロータリークラブホームページアドレス 

http://www.niigatarc.jp/ 

 

  

会員数 算定対象者 出席者 参加率 

８０ ８０ ５６  70.00％ 

http://www.niigatarc.jp/


 

 ６月２日 理事会報告 出席者 ８ 名 

 
１ 青少年育成基金贈呈先について 
・新潟明訓高等学校吹奏楽部 →贈呈金額 30 万円 
・新潟江南リトルシニア →贈呈金額 10 万円 
・不登校支援団体 Sunny Smile →贈呈金額 10 万円 
→6 月 23 日の例会時に贈呈式を設定し、目録として会長から各団体へ贈呈する。 
（現金ではなく、事前振込とする） 
 
２ 次々年度ガバナー補佐推薦について 
→秋山指名委員長より、若槻良宏さんを推薦 
 
３ 退会届について＝承認 
  ・NTT 東日本㈱新潟支店支店長 石井 宏明君（6/23 付） 
  ・㈱イタリア軒 取締役総支配人 高野潤君（6/23 付） 
 
４ 入会推薦の件＝承認 
  ㈱イタリア軒 代表取締役 新井岳史君（推薦者 本間彊さん、 佐藤会長） 
 
５ ６月のプログラム＝承認 
  ６月 ２日 第一例会につき卓話なし 
６月 ９日 会員スピーチ 親睦月間に因み 杉村章親睦副委員長 
６月１６日 会員スピーチ 石橋正利新潟総合研究所取締役会長 
６月２３日 会員スピーチ 黒田達也開志創造大学学長 
６月３０日 納会夜例会 於 イタリア軒 17：30 開会 
 
６  その他 
・夜例会等の「はがき」および「往復はがき」による案内について 
→メールでの併用も含め今後、事務局と協議。 
・5 月 30 日に開催された「旧新潟市内 7RC 親善ゴルフコンペ」の新潟クラブ団体賞賞金（15,000 円）

について 
→ロータリー財団、米山奨学金、青少年育成基金に各 5,000 円を寄付することに決定 
 
 


